
周 辺 案 内

龍神の舞の舞台、山吹竜口地区の八幡神社・建御名方神社の近

くに新田原の桜があります。山吹新田原の果樹園が広がる農道

脇に、幹周5.5メートルのエドヒガンの一本桜が自立しており、

小平家の祖先が氏神様の脇に植えたもので、信濃山吹千百十五

石を領した座光寺家の山吹藩御帳木とも伝えられています。  

  

言い伝え・伝説

「龍神の舞」は、昔、竜口地区東側の天竜
川の濁流に飲み込まれる村の惨状を見た
母と子が、身を挺して荒れ狂う流れに飛
び込み、二体の龍と化してこの窮状を救っ
たという、竜口の地名と語り伝えられた
伝説にちなんで創られました。  観光情報はこちら

所　在　地：長野県下伊那郡高森町山吹

緯度・経度：北緯 35 度 34 分 31.9 秒

　　　　　　東経 137 度 54 分 47.3 秒

伝 承 形 式：行事・祭り  

種類 / 要因：洪水・湛水 /集中豪雨

災 害 発 生：1961 年 ( 昭和 36 年 ) 他

建 立 時 期：1988 年 ( 昭和 63 年 )

指　定　等：なし

周 辺 地 形：台地 
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